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高
知
県
の
中
山
間
地
域
に
お
け
る
高
等
学
校
の
現
状

○
本
県
は
県
土
の

93
％
を
中
山
間
地
域
が
占
め
る
が
、
高
知
市
周
辺
の

7％
の
中
心
部
に
人
口
の
約
６
割
が
集
中
。

中
山
間
地
域
の
高
等
学
校
は
総
じ
て
小
規
模
で
、
東
部
か
ら
西
部
ま
で
広
範
囲
に
点
在
し
て
い
る
状
況
。

各
市
町
村
の
人
口
規
模
（
3
0
.6
.1
県
人
口
推
計
）

３
０
万
人
超
（
中
核
市
、

33
.2
万
人
）

３
万
人
以
上
５
万
人
未
満
（
３
市
）

１
万
人
以
上
３
万
人
未
満
（
１
１
市
町
）

５
千
人
以
上
１
万
人
未
満
（
４
町
）

５
千
人
未
満

（
１
５
町
村
）

※
う
ち
２
村
は

80
0人
未
満

※
中
山
間
地
域

地
域
振
興
に
関
す
る
５
法
の
規
定
範
囲

（
27
市
町
村
全
域
と
７
市
町
村
＜
芸
西
村
、

香
南
市
、
南
国
市
、
高
知
市
、
土
佐
市
、

佐
川
町
、
日
高
村
＞
の
一
部
）

佐
川
町

土
佐
市

越
知
町

日
高
村

三
原
村

四
万
十
町

い
の
町

梼
原
町

津
野
町

仁
淀
川
町

四
万
十
市

大
月
町

宿
毛
市

土
佐
清
水
市

黒
潮
町

須
崎
市

中
土
佐
町

室
戸
市

芸
西
村

安
芸
市

馬
路
村

田
野
町

北
川
村

東
洋
町

香
南
市

高
知
市

大
川
村

本
山
町

南
国
市

大
豊
町

香
美
市

土
佐
町

奈
半
利
町

安
田
町

Ａ

（
単
位
制
）

（
産
業
系
）

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ
（
分
校
）

（
産
業
系
）

Ｇ

（
産
業
系
）

Ｈ

Ｉ

Ｊ
Ｋ

Ｌ

（
産
業
系
）

Ｍ

Ｎ
（
分
校
）

Ｏ
（
産
業
系
）

Ｐ

香
南
市

室
戸
市

安
芸
市

佐
川
町
土
佐
市

越
知
町

高
知
市
か
ら
Ａ
校
約
8
0
km

Ｊ
Ｒ
8
0
分
＋
バ
ス
4
0
分

高
知
市
か
ら
Ｐ
校
約
1
4
3
km

Ｊ
Ｒ
特
急
1
0
4
分
＋
バ
ス
55
分

高
知
市
本
校
と
Ｆ
分
校

約
6
5
km
バ
ス
8
0
分

中
心
部
と
中
山
間
地
域
の

県
立
高
校
の
比
較

中
心
部
（中
山
間
以
外
）

１
４
校

中
山
間
地
域

２
２
校

生
徒
数
（
全
日
制
･定
時
制
昼
間
部
）
合
計

7,
87

7人
（

65
.6

%
）

4,
13

8人
（

34
.4

%
）

１
校
あ
た
り
平
均
生
徒
数

５
６
２
．

6人
１
８
８
．

1人

生
徒
数
５
０
０
名
以
上
の
学
校

８
校

１
校

生
徒
数
１
２
０
名
以
下
の
学
校

１
校

１
２
校

地
域
の
人
口
（
Ｈ
２
７
国
勢
調
査
）

44
2,

89
7人

28
5,

37
9人

中
山
間
地
域
の
県
立
高
校
（
普
通
科
・
総
合
学
科
）
１
６
校

中
山
間
地
域
の
県
立
高
校
（
産
業
系
・
単
位
制
）
６
校

中
山
間
地
域
以
外
の
県
立
高
校

１
４
校

私
立
高
校

９
校

廃
校
（
平
成

20
年
度
以
降
）

２
校

Ｍ
本
校
と
Ｎ
分
校

約
3
7
km
、
バ
ス
8
5
分

2
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○
中
山
間
地
域
の
小
規
模
校
は
、
生
徒
数
が
少
な
く
教
員
の
配
置
数
が
限
ら
れ
る
中
、
就
職
か
ら
進
学
ま
で
幅
広
い
学
力
層
の

生
徒
に
対
応
で
き
る
教
育
課
程
の
編
成
が
必
要
で
あ
り
、
中
心
部
の
大
規
模
校
の
よ
う
に
、
国
公
立
大
学
の
受
験
に
必
要
な

科
目
を
全
て
開
講
す
る
こ
と
は
困
難
な
場
合
が
多
い
。

開
講
が
限
ら
れ
る

主
な
科
目
高
知
市
内
の

進
学
拠
点
校
中
山
間
Ａ
校

（
進
学
ｺ
ｰ
ｽ
有
）
中
山
間
Ｂ
校

（
普
通
科
の
み
）
中
山
間
分
校

文 系

古
典
Ｂ

○
○

－
－

倫
理

○
○

－
－

理 系

数
学
Ⅲ

○
○

－
－

物
理

○
○

－
－

共 通
ｺ
ﾐｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮﾝ

英
語
Ⅲ

○
－

○
－

１
大
学
進
学
に
対
応
し
た
教
育
環
境
の
整
備
（
中
心
部
と
の
教
育
内
容
の
差
）

中
山
間
地
域
に
お
け
る
高
等
学
校
の
課
題

○
1
5
町
村
に
は
高
校
が
な
く
、
最
寄
り
の
高
校
に
通
学
す
る
た
め
の
公
共
交
通
機
関
が
整
っ
て
い
な
い
地
域
も
多
い
。

○
国
公
立
大
学
等
へ
の
進
学
を
目
指
し
、
よ
り
良
い
教
育
環
境
を
求
め
て
地
元
を
離
れ
中
心
部
の
進
学
校
に
通
学
す
る
生
徒
も

多
く
、
生
徒
と
保
護
者
の
負
担
増
に
加
え
、
中
山
間
地
域
の
一
層
の
人
口
減
少
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

◆
高
知
市
内
の
進
学
拠
点
校
（
H
3
0
生
徒
数
7
97
名
）
の
生
徒
の
状
況

・
高
知
市
か
ら
１
時
間
以
上
の
地
域
か
ら
の
進
学
者
１
０
０
名
（
1
2.
5
%）

【
具
体
的
な
通
学
事
例
】

・
保
護
者
の
送
迎
や
Ｊ
Ｒ
等
の
乗
り
継
ぎ
に
よ
り
１
時
間
以
上
か
け
て
通
学

・
生
徒
が
地
元
を
離
れ
、
高
知
市
内
の
下
宿
や
親
戚
宅
で
生
活

・
子
ど
も
の
教
育
の
た
め
に
転
勤
し
、
家
族
で
高
知
市
に
転
居

3

中
山
間
の

普
通
科
高
校
卒
業
者
数
国
公
立
大

進
学
者
う
ち
文
系
う
ち
理
系

Ａ
校

６
３

４
２
２

Ｂ
校

２
５

３
３
０

Ｃ
校

５
３

２
１
１

Ｄ
校

５
４

４
４
０

Ｅ
校
（
分
校
）
２
２

０
０
０

◆
H2

9年
度
（

H3
0.

3月
）卒
業
生
の
進
学
状
況

出
身
中
学
（
Ｊ
Ｒ
・
車
で
１
時
間
以
上
の
地
域
）

（
徒
歩
・
自
転
車
等
の
近
距
離

通
学
以
外
の
生
徒
の
状
況
）

安
芸
市
・
室
戸
市

２
０
人
Ｊ
Ｒ

２
１
０
人

大
豊
町
・
本
山
町
・
土
佐
町

１
３
人
バ
ス

３
０
人

仁
淀
川
町
・
津
野
町
・
越
知
町
・
須
崎
市

２
７
人
自
家
用
車

９
３
人

四
万
十
町
・
中
土
佐
町

１
３
人
下
宿

３
２
人

黒
潮
町
・
四
万
十
市
・
土
佐
清
水
市
・
宿
毛
市
２
７
人
親
戚

４
人

２
遠
距
離
通
学
の
負
担
の
解
消
（
中
山
間
地
域
の
人
口
減
少
に
も
影
響
）

特
に
理
工
学
部
の
受
験

に
必
要
な
「
数
Ⅲ
」や

「
物
理
」
を
開
講
で
き
て

い
な
い
高
校
が
多
い

進
学
実
績
も
、
理
系

よ
り
文
系
が
多
い

◆
教
育
課
程
の
違
い

3
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高
知
県
に
お
け
る
遠
隔
教
育
の
実
施
状
況

○
中
山
間
地
域
の
高
等
学
校
に
お
け
る
様
々
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
も
、
「
遠
隔
教
育
」
を
効
果
的

に
活
用
し
た
教
育
活
動
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

○
こ
の
た
め
、
本
県
で
は
「
中
山
間
地
域
の
小
規
模
高
校
の
教
育
内
容
の
充
実
」
に
向
け
て
、
平
成
２
７

年
度
よ
り
『
同
時
双
方
向
型
』
（
い
わ
ゆ
る
ラ
イ
ブ
配
信
）
の
遠
隔
授
業
を
実
施
。

◆
研
究
事
業
開
始
か
ら
３
年
を
経
て
、
遠
隔
教
育
に
対
応
し
た
授
業
展
開
や
指
導
方
法
、
的
確
な
教
材
の
提
示
等
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が

蓄
積
さ
れ
、
特
に
①
の
単
独
授
業
で
は
、
生
徒
・
教
員
と
も
に
「対
面
授
業
に
等
し
い
授
業
が
実
施
で
き
て
い
る
」と
好
評
価
。

◆
②
・
③
の
合
同
授
業
で
は
、
グ
ル
ー
プ
活
動
を
取
り
入
れ
る
な
ど
協
働
的
な
授
業
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。

一
方
で
、
当
初
は
生
徒
側
に
戸
惑
い
も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
生
徒
の
状
況
に
応
じ
た
指
導
方
法
や
学
習
評
価
の
手
法
な
ど
に
つ
い

て
、
さ
ら
に
工
夫
・改
善
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

成
果
と
課
題

①
高
知
市
内
の
本
校
（
大
規
模
進
学
校
）
と
中
山
間
地
域
の
分
校
（
Ｈ
2
7
か
ら
導
入
）

・
本
校
は
教
員
の
み
の
単
独
授
業
で
、
分
校
の
国
公
立
大
学
進
学
希
望
者
を
対
象
に
「
政
治
・
経
済
」
（
年

45
回
）
、

「
数
学
探
究
」
（
年

44
回
）
の
２
科
目
を
実
施

②
中
山
間
地
域
の
小
規
模
校
間
（
Ｈ
2
8
か
ら
導
入
）

・
両
校
に
生
徒
が
い
る
合
同
授
業
で
、
小
規
模
校
で
の
教
育
課
程
の
充
実
を
目
的
に
「
数
学
演
習
」
（
年

40
回
）
、

「
物
理
基
礎
」
（
年

15
回
）
の
２
科
目
を
実
施

③
中
心
部
の
大
規
模
校
と
中
山
間
地
域
の
小
規
模
校
間
（
Ｈ
2
9
か
ら
導
入
）

・
両
校
に
生
徒
が
い
る
合
同
授
業
で
、
進
学
希
望
者
向
け
の
受
験
科
目
「
古
典
Ｂ
」
（
年

30
回
）
、
基
礎
学
力
の

定
着
の
た
め
の
学
び
直
し
科
目
「
数
学
Ⅰ
」
（
年
４
回
）
を
、
そ
れ
ぞ
れ
試
行
的
に
実
施

H2
9の
実
施
状
況

4



○
今
後
は
、
進
学
拠
点
校
等
の
教
員
が
中
山
間
地
域
の
小
規
模
校
に
受
験
科
目
の
授
業
を
配
信
す
る

手
法
で
、
大
学
受
験
に
対
応
で
き
る
教
育
環
境
を
整
え
た
い
が
、
実
施
に
向
け
て
は
事
前
に
配
信
校

と
受
信
校
と
の
間
で
様
々
な
調
整
が
必
要
で
あ
り
、
導
入
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。

・
進
学
指
導
の
経
験
が
豊
富
で
あ
り
、
遠
隔
教
育
を
理
解
し
他
校
生
徒
の
指
導
・
評
価
を
兼
務
で
実
施
す
る
意
欲
を
持
つ

教
員
を
、
受
信
校
の
数
に
応
じ
て
確
保
す
る
こ
と
が
必
要

・
上
記
１
の
教
員
が
在
籍
す
る
学
校
と
、
受
信
校
と
の
時
間
割
を
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
る

・
対
面
授
業
の
よ
う
に
生
徒
と
や
り
と
り
で
き
る
指
導
方
法
の
検
討
や
教
材
の
提
示
な
ど
、
遠
隔
教
育
の
特
性
を
踏
ま
え
た

指
導
方
法
を
事
前
に
研
究
し
、
研
鑽
を
積
む
こ
と
が
必
要

・
生
徒
の
机
上
巡
視
等
を
行
う
教
員
、
機
器
操
作
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
職
員
が
必
要

遠
隔
教
育
の
拡
大
に
伴
う
課
題

⇒
年
度
途
中
で
は
調
整
が
困
難

⇒
実
施
科
目
に
対
応
で
き
る
教
員
の
確
保
が
困
難

⇒
担
当
教
員
の
多
忙
化
が
懸
念

調
整
課
題

⇒
小
規
模
校
は
教
員
数
が
限
ら
れ
る

◆
例
え
ば
５
校
に
３
科
目
を
配
信
す
る
場
合
、
指
導
経
験
が
豊
富
で
意
欲
的
な
教
員
１
５
名
の
確
保
が
必
要
。

配
信
校
・
受
信
校
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
困
難
を
極
め
、
調
整
が
整
わ
な
い
こ
と
も
懸
念
さ
れ
る
。

１
．
経
験
が
豊
富
な
教
員
の
確
保

２
．
配
信
校
と
受
信
校
と
の
教
育
課
程
の
調
整

３
．
配
信
校
の
教
員
の
指
導
力
向
上

5

４
．
受
信
校
の
教
員
等
の
確
保

5
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